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学校部活動の地域移行等に関するアンケート調査結果（概要版） 

 

<調査の概要> 

１ 調査の目的 

学校部活動の地域移行等に向けた取組を検討する基礎資料とするため，市立小中学

校の児童生徒やその保護者，教職員，部活動地域支援者，運動・スポーツおよび文化芸

術関係団体に対し，アンケート調査を実施する。 
 

２ 調査期間 

  令和５年（２０２３年）１２月８日（金）～１２月２６日（火） 
 

３ 調査対象および調査方法 

対 象 調 査 方 法 対象者数 

小学校４～６年生 Googleフォームで回答 

学習用端末（Chromebook）を活用 

４，６４７ 

中学校１～２年生 ３，０５９ 

上記小学生保護者 Googleフォームで回答 

回答用ＱＲコード入りチラシを配付 

４，６４７ 

上記中学生保護者 ３，０５９ 

小学校教職員 Googleフォームで回答 

回答用ＵＲＬを配付，各自回答 

  ７４２ 

中学校教職員   ４１１ 

部活動地域支援者 調査票による配付・回収    ２８ 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
調査票による配付・回収    ９２ 

 
４ 調査回答数（回答率） 

対 象 回 答 者 数（回答率） 

小学校４～６年生 ３，５９２（７７．３％） 

中学校１～２年生 ２，４６５（８０．６％） 

上記小学生保護者 １，３３８（２８．８％） 

上記中学生保護者 １，１４６（３７．５％） 

小学校教職員   ５３１（７１．６％） 

中学校教職員   ２８８（７０．１％） 

部活動地域支援者 ２２（７８．６％） 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
５３（５７．６％） 

 

５ 集計方法 

・結果数値は小数第２位を四捨五入していますので，合計で１００％とならない箇所があり

ます。 

・複数回答の項目における割合（％）については，回答者数を分母として集計しています。 

・グラフ横のｎの値は，回答者数を表しています。 

 

※部活動地域支援者とは，中学校の各種部

活動で，顧問教員を補佐し，専門的な技術指

導を行う外部人材のことです。 
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【小学生】 

１．中学生になったらやってみたい活動はなにか。 

〇種別 

・「学校の部活動」が 51.9％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇種目（２つまで回答可） 

・バスケットボール，バドミントン，サッカー，野球，美術，吹奏楽，陸上，ダンスの順に

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生】 

464人, 18.3%

455人, 18.0%

365人, 14.4%
304人, 12.0%

295人, 11.7%
262人, 10.3%

246人, 9.7%
244人, 9.6%

221人, 8.7%
190人, 7.5%

144人, 5.7%
144人, 5.7%

122人, 4.8%
98人, 3.9%

89人, 3.5%
87人, 3.4%
85人, 3.4%

73人, 2.9%
71人, 2.8%
69人, 2.7%
67人, 2.6%

60人, 2.4%
58人, 2.3%
57人, 2.3%

49人, 1.9%
36人, 1.4%
33人, 1.3%
32人, 1.3%

23人, 0.9%
20人, 0.8%
18人, 0.7%

7人, 0.3%
123人, 4.9%

バスケットボール
バドミントン

サッカー
野球
美術

吹奏楽
陸上

ダンス
バレーボール

卓球
テニス
水泳

ハンドボール
弓道
剣道
空手
体操

スキー
書道

スケート
茶道

スノーボード
将棋
柔道
合唱

ソフトボール
ラグビー

スポーツ全般（複数競技）
スケートボード

華道
少林寺拳法

囲碁
その他 (ｎ=2,532) 

  

学校の部活動
51.9%

学校以外の教室や

クラブなどで行う

活動
7.8%

学校の部活動と学

校以外の教室やク

ラブなどで行う活

動と両方
10.7%

活動したいと思わ

ない
5.5%

まだわからない
24.0%

(ｎ=3,592) 
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【中学生】 

２．現在の活動状況 

・「学校部活動で行っている」が 63.1％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．休日の学校部活動が地域クラブ活動に移行した場合 

（１）どんな活動をやってみたいか。 

・「学校部活動と同じ競技・種目の活動」が 37.0％と最も高くなっている。 

 

 

学校部活動と同じ

競技・種目の活動
37.0%

学校部活動

にはない競

技・種目の

活動
15.3%

複数の競技・種目

を体験できる活動
7.5%

現在行っている教

室・クラブ等の活

動を続ける
13.5%

わからない
26.6%

(ｎ=2,465)

学校部活動で

行っている
63.1%

学校部活動以外の

教室・クラブ等で

行っている
9.6%

学校部活動と学

校部活動以外の

教室・クラブ等

両方で行ってい

る
10.0%

何も行って

いない
17.3%

(ｎ=2,465) 
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（２）どんな活動にしたいか。（複数回答可） 

・「専門的な技術指導が受けられる活動」が 48.2％，「初めてでも気軽に参加でき，楽しむこ

とを目的としたレクリエーション活動」が 43.1％，「大会やコンクールでよい成績が収めら

れる活動」が 42.7％となっている。 

 
 

（３）心配なことはありますか。（複数回答可） 

・「特になし」が 39.4％，「教室・クラブの指導者や他校の生徒などとの人間関係」が 37.0％，

「学校の顧問の先生と教室・クラブの指導者との指導方法・内容の違い」が 33.6％，「活動

場所までの移動手段」32.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

872人, 48.2%

773人, 42.7%

300人, 16.6%

779人, 43.1%

16人, 0.9%

専門的な技術指導が受けられる活動

大会やコンクールでよい成績が収められる活動

幅広い年代の人と一緒に出来る活動

初めてでも気軽に参加でき，楽しむことを目的と

したレクリエーション活動

その他

(ｎ=1,809)

829人, 33.6%

912人, 37.0%

596人, 24.2%

811人, 32.9%

26人, 1.1%

970人, 39.4%

学校の顧問の先生と教室・クラブの指導者との

指導方法・内容の違い

教室・クラブの指導者や他校の生徒などとの人

間関係

会費などの負担

活動場所までの移動手段

その他

特になし

(ｎ=2,465)
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【保護者】 

４．学校部活動の地域移行について知っているか。 

・「なんとなく聞いたことはあるが，よく分からない」，「知らなかった」を合わせると，小

学生の保護者が 71.6％，中学生の保護者で 64.5％となっている。 

〇小学生保護者 

 

 

〇中学生保護者 

 

知っている
28.4%

なんとなく聞いたこ

とはあるが，よく分

からない
38.0%

知らなかった
33.6%

(ｎ=1,338)

知っている
35.5%

なんとなく聞いたこ

とはあるが，よく分

からない
40.3%

知らなかった
24.2%

(ｎ=1,146)
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５．地域のスポーツクラブや文化団体等が運営する教室・クラブに参加させる場合，参加費

等（月額）は，いくらまで負担できるか。 

・「3,000 円」と回答した小学生の保護者が 48.8％，中学生の保護者が 44.5％と最も高くな

っている。 

〇小学生保護者 

 

 

〇中学生保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000円
16.7%

3,000円
48.8%

5,000円
26.1%

7,000円
4.1%

9,000円
1.9%

10,000円以上
2.3%

(ｎ=774)

1,000円
25.7%

3,000円
44.5%

5,000円
24.3%

7,000円
2.2%

9,000円
1.8%

10,000円以上
1.4%

(ｎ=712)
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６．休日の部活動の地域移行に期待することはなにか。  

・小学生の保護者では，「子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部活動にはない様々

な活動」が 37.7％と最も高く，次いで，「専門知識や技術の向上」が 34.9％となっている。 

・中学生の保護者では，「専門知識や技術の向上」が 58.9％，次いで「子どもの興味・関心

や習熟度に応じて，学校部活動にはない様々な活動が選択できること」が 56.6％となって

いる。 

〇小学生保護者（複数回答可） 

 

 

〇中学生保護者（複数回答可） 

 

 

467人, 34.9%

383人, 28.6%

504人, 37.7%

305人, 22.8%

29人, 2.2%

専門知識や技術の向上

設備の整った場所で練習できること

子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部活

動にはない様々な活動が選択できること

他校の生徒等と交流できること

その他

675人, 58.9%

467人, 40.8%

649人, 56.6%

437人, 38.1%

50人, 4.4%

専門知識や技術の向上

設備の整った場所で練習できること

子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部活

動にはない様々な活動が選択できること

他校の生徒等と交流できること

その他

(ｎ=1,146) 

  

(ｎ=1,338) 
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７．休日の部活動の地域移行への心配や負担となることはあるか。 

・小中学生の保護者ともに，「学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負担」，「会費等

の経済的負担」，「受け皿となる団体や指導者の確保」が上位３項目となっている。 

〇小学生保護者（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇中学生保護者（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

481人, 42.0%

429人, 37.4%

388人, 33.9%

176人, 15.4%

505人, 44.1%

749人, 65.4%

294人, 25.7%

323人, 28.2%

16人, 1.4%

104人, 9.1%

受け皿となる団体や指導者の確保

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

中学校３年間において継続した活動

会費等の経済的負担

学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

他校の生徒との人間関係

その他

特になし

(ｎ=1,146) 

  

407人, 30.4%

313人, 23.4%

303人, 22.6%

172人, 12.9%

382人, 28.6%

517人, 38.6%

206人, 15.4%

183人, 13.7%

10人, 0.7%

49人, 3.7%

受け皿となる団体や指導者の確保

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

中学校３年間において継続した活動

会費等の経済的負担

学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

他校の生徒との人間関係

その他

特になし

(ｎ=1,338) 
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【教職員】 

８.（中学校教職員）現在担当している部活動は，専門として指導できるものか。 

・中学校の部活動で顧問や副顧問を担っている教職員のうち，「専門ではなく，過去に顧問

として経験もない」が 37.6％と最も高くなっている。 

 

 

９.（中学校教職員）部活動の指導についてどのように感じているか。 

・「負担を感じている」が 35.7％，「どちらかというと負担を感じている」20.2％となってお

り，合わせると半数を超えている。 

 

専門として指導

できる
32.9%

専門ではないが過

去に顧問として経

験はある
29.6%

専門ではなく，過

去に顧問として経

験もない
37.6%

やりがいが

ある
15.5%

どちらかというと

やりがいがある
16.0%

どちらかという

と負担を感じて

いる
20.2%

負担を感じている
35.7%

どちらとも

いえない
12.7%

(ｎ=213) 

  

(ｎ=213) 
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１０．地域移行した場合，兼職兼業の許可を得た上で指導に従事したいか。 

＊「兼職兼業」とは，地域の教室・クラブ活動の指導を希望し教育委員会の許可を得た教職員が地域

団体と雇用契約または業務委託契約を交わす，もしくは有償ボランティアとして，地域団体から報酬

を受けて指導に従事するもの。 

・小学校教職員では「従事したい」が 1.1％，中学校教職員では「従事したい」が 6.6％とな

っている。 

〇小学校教職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇中学校教職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従事したい
6.6%

勤務条件，報

酬によって検

討したい
28.8%

従事したくない
52.4%

現段階ではわから

ない
12.2%

従事したい
1.1%

勤務条件，報酬に

よって検討したい
10.4%

従事したくない
62.0%

現段階では

わからない
26.6%

(ｎ=288) 

  

(ｎ=531) 
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【部活動地域支援者】 

１１．部活動指導員の制度を導入した場合，指導員となることを希望するか。 

＊「部活動指導員」とは，会計年度任用職員として教育委員会が任用し，校長の監督を受け，部活動の運営

を単独で行うことができるもので，主な職務として実技指導，学校外での活動・大会引率，用具・施設・部

費の管理，保護者等への連絡，年間指導計画の作成，事故が発生した場合の現場対応等が想定される。 

・「希望する」が 18.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動・スポーツ，文化芸術関係団体】 

１２．地域移行の実施主体となることについてどのように考えているか。 

・「前向きに検討したい」が 23.1％，「条件によっては検討可能」が 40.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前向きに検討したい
23.1%

条件によっては検

討可能
40.4%

条件に関わらず実

施は困難
36.5%

希望する
18.2%

希望しない（現行

の地域支援者のま

まがよい）
45.5%

勤務条件，報酬が

分からないと判断

できない
36.4%
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１３．休日の学校部活動の地域移行で課題となることはなにか。 

・「受け皿となる団体や指導者の確保」が 86.5％と最も高く，次いで「事故やトラブルへの

対応や補償」，「指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至上主義など）」，「活動場所

までの移動手段や送迎の負担」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45団体, 86.5%

15団体, 28.8%

33団体, 63.5%

25団体, 48.1%

26団体, 50.0%

32団体, 61.5%

34団体, 65.4%

17団体, 32.7%

11団体, 21.2%

2団体, 3.8%

2団体, 3.8%

受け皿となる団体や指導者の確保

継続した子どもたちの活動

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

活動場所

会費等の経済的負担

活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

他校の生徒や指導者との人間関係

その他

特になし
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アンケート結果の傾向 

【小学生の意識】 

・中学生になったらやってみたい活動はなにかという質問に対して，「学校の部活動」

が約５割と最も高くなっている。またその種目については，バスケットボール，バド

ミントン，サッカー，野球，美術，吹奏楽，陸上，ダンスの順に高くなっている。（質

問１） 

 

【中学生の意識】 

・現在の中学生の活動状況については，「学校部活動で行っている」が約６割，次いで

「何もやっていない」が約２割，「学校部活動と学校部活動以外の教室・クラブ等両

方で行っている。」が１割，「学校部活動以外の教室・クラブ等で行っている」が約１

割となっている。（質問２） 

・休日の学校部活動が地域クラブ活動に移行した場合，どんな活動にしたいかという質

問に対して，中学生は，「専門的な技術指導が受けられる活動」が約５割となってお

り，次いで「大会やコンクールでよい成績が収められる活動」および「初めてでも気

軽に参加でき，楽しむことを目的としたレクリエーション活動」が上位となっている。

（質問３） 

・休日の学校部活動が地域クラブ活動に移行した場合，心配なことについての質問に対

しては，「特になし」が約４割，次いで「教室・クラブの指導者や他校の生徒などと

の人間関係」となっている。（質問３） 

 

【保護者の意識】 

・小中学生の保護者ともに，地域移行について「なんとなく聞いたことはあるが，よく

分からない」，「知らなかった」を合わせると約７割となっている。（質問４） 

・地域のスポーツクラブや文化団体等が運営する教室・クラブに参加させる場合の参加

費等（月額）の負担については，小中学生の保護者ともに，「3,000 円」が約５割と最

も高くなっている。（質問５） 

・休日の学校部活動が地域クラブ活動に移行した場合，期待することはなにかという質

問に対して，小学生の保護者では，「子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部

活動にはない様々な活動」が約４割，次いで「専門知識や技術の向上」となっており，

中学生の保護者では「専門知識や技術の向上」が約６割，次いで「子どもの興味・関

心や習熟度に応じて，学校部活動にはない様々な活動」となっている。（質問６） 

・休日の学校部活動が地域クラブ活動に移行した場合，心配や負担についての質問に対

しては，小中学生の保護者ともに，「学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負

担」，「会費等の経済的負担」，「受け皿となる団体や指導者の確保」が上位３項目とな

っている。（質問７） 
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【教職員の意識】 

・部活動の顧問を担っている教員のうち，「専門ではなく，過去に顧問としての経験も

ない」と回答したのは約４割となっている。（質問８） 

・部活動の指導について，「やりがいがある」と「どちらかというとやりがいがある」

を合わせた割合よりも，「負担を感じている」と「どちらかというと負担を感じてい

る」を合わせた割合が上回っている。（質問９） 

・地域移行をした場合，兼職兼業の許可を得た上で指導に従事したいと回答した教職員

は小中学校教職員を合わせても 1 割に満たなかった。（質問１０） 

 

【部活動地域支援者の意識】 

・教員の代わりに部活動の顧問として指導や大会引率等を行える部活動指導員を配置

した場合，指導員になることを希望するかという質問に対して，「希望する」が約２

割となっている。（質問１１） 

 

【団体の意識】 

・地域移行の実施主体となることについて，「前向きに検討したい」が約２割，「条件に

よっては検討可能」が約４割となっている。（質問１２） 

・地域移行について課題になることについて，「受け皿となる団体や指導者の確保」が

約９割，次いで「事故やトラブルへの対応や補償」，「指導者の質や指導方法（行き過

ぎた指導や勝利至上主義など）」，「活動場所までの移動手段や送迎の負担」となって

いる。（質問１３） 


